
令和７年第４回定例会　議案の概要

議決結果
●全会一致可決…37件　　●賛成多数可決…５件

表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 公明党 創生会 真政
倶楽部 未来の風

日
本
共
産
党

議員名

上
岡　

裕
明

大
下　

博
隆

田
坂　

武
文

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

上
田　
　

秀

向
井　

哲
浩

中
曽　

久
勝

岡
田　

育
三

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

鍋
島　

勢
理

小
池
恵
美
子

落
海　

直
哉

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

下
向
智
恵
子

原
田　

栄
二

坂
元
百
合
子

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

牧
尾　

良
二

山
田　
　

学

宮
川　

誠
子

木
村　

輝
江

鈴
木　

英
士

谷　
　

晴
美

議案第120号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第121号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第132号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第146号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第147号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

第４回定例会
（会期：令和７年11月28日～12月17日）

議決した案件

【表決が分かれた議案名】

議案第120号　公の施設の指定管理者の指定について

議案第121号　公の施設の指定管理者の指定について

議案第132号　職員の給与に関する条例等の一部改正について

議案第146号　令和７年度東広島市産業団地造成事業特別会計予算

議案第147号　令和７年度東広島市一般会計補正予算（第４号）

議案の内訳
●市長提出議案…40件

　（条例案14件　予算案９件　承認案２件　その他15件）

●委員会提出議案…１件（意見書案）

●議長発議…１件（議員派遣）

　議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、右の二次元コードからご覧いただけます。
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令和７年第４回定例会　議案の概要

○
指
定
の
内
容

・
指
定
管
理
者

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

・
指
定
期
間

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

当
該
事
業
者
を
選
定
す
る
に
至
っ

た
経
緯
や
理
由
は
何
か
。

Ａ

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
公
募
を
行

い
、
応
募
の
あ
っ
た
２
者
の
中
か
ら

審
査
の
上
、
選
定
し
た
。
審
査
に
お

い
て
は
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

施
設
の
効
用
の
発
揮
、
市
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
踏
ま
え
た
事
業
へ
の
具
体
的

な
取
り
組
み
方
に
お
け
る
機
能
性
や

独
創
性
、
地
域
活
動
団
体
や
ま
ち
づ

く
り
団
体
等
と
連
携
し
た
事
業
の
実

施
に
よ
る
地
域
貢
献
の
取
組
み
の
３

項
目
に
つ
い
て
、
特
に
評
価
さ
れ
た
。

○
指
定
の
内
容

・
指
定
管
理
者

ア
ク
ア
パ
ー
ク
東
広
島
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
代
表
者

コ

ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社
）

・
指
定
期
間

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

過
去
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
ポ
ラ
ー
ノ
が
指
定

管
理
者
の
構
成
員
に
入
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
良
い
提
案
に

つ
な
が
っ
た
点
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ

そ
の
こ
と
で
独
自
の
も
の
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
代

表
者
で
あ
る
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
株
式

会
社
は
、
全
国
的
に
指
定
管
理
の
経

験
は
あ
る
が
、
本
市
で
は
初
め
て
と

い
う
こ
と
で
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ポ
ラ
ー
ノ
が
経
験
者
で
あ
る
と
い

本
会
議
で
の
討
論

反
対

司
書
は
図
書
を
貸
し
出
し
す
る

際
、
個
人
情
報
保
護
が
必
然
的
と
な

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
利
用
者
に
信
頼

が
生
ま
れ
、
無
料
で
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
。
経
費
節
減
を
強
調
さ
れ
る

が
、
全
国
で
は
２
割
し
か
図
書
館
に

指
定
管
理
者
制
度
は
導
入
さ
れ
て
い

な
い
。
指
定
管
理
者
の
本
社
が
東
京

都
に
所
在
し
、
東
京
都
に
納
税
さ
れ

る
こ
と
も
問
題
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

賛
成

文
教
厚
生
委
員
会
で
の
審
査
で

は
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
効
果

の
発
揮
、
地
域
団
体
と
の
連
携
に
よ

る
地
域
貢
献
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

雇
用
継
続
に
つ
い
て
も
、
元
職
員
の

継
続
雇
用
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。
蓄

積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
市
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た

運
営
を
具
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
点
を
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

う
こ
と
に
加
え
、
利
用
料
金
制
度
と

な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い
提
案
が

あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反
対

企
業
が
触
手
を
伸
ば
し
て
公
の

施
設
の
管
理
を
し
、
働
く
貧
困
層
を

作
り
、
税
金
は
本
社
の
あ
る
東
京
都

に
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
東
広

島
市
の
経
済
に
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

市
は
指
定
管
理
者
制
度
を
抜
本
的
に

見
直
す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

賛
成

指
定
管
理
者
と
し
て
提
案
さ
れ

て
い
る
事
業
体
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
運

営
に
関
す
る
専
門
的
な
知
見
と
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
実
績
の
双
方
を
併

せ
持
っ
て
い
る
点
が
評
価
で
き
る
。

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
施
設
の

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
運
営
が
期
待

さ
れ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

〈
議
案
第
121
号
〉

市
立
図
書
館・高
屋
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
の

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

〈
議
案
第
120
号
〉

東
広
島
運
動
公
園
の
指
定
管
理
者
を

指
定
し
ま
し
た
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令和７年第４回定例会　議案の概要

市
の
水
産
業
の
中
核
を
担
う
養
殖
牡
蠣
の
大
規
模
な
※
へ
い
死
被
害
を
受
け
、
牡
蠣
養
殖
事
業
者
の
事
業
継
続
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
不
安
の
解

消
及
び
持
続
可
能
な
牡
蠣
養
殖
に
向
け
て
、
早
急
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
及
び
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
9
号
〉

持
続
可
能
な
か
き
養
殖
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

意見書の全文

持続可能なかき養殖の支援を求める意見書
　東広島市における水産業の中核を担う養殖かきについては、例年この時期

に水揚げされ、市内はもとより、全国各地の家庭や飲食店等で消費されており、

ふるさと納税返礼品の希望件数では常に上位にあるなど、本市にとってかき

養殖は重要な産業である。

　安芸津町三津湾は、欧州へ生かきを輸出できる唯一の海域である。その海

域で安芸津漁業協同組合と早田原漁業協同組合の両漁協において今年度も10

月下旬に水揚げが開始されたが、両漁協とも約９割のかきがへい死し、来年

度水揚げ分も約７割がへい死するという、過去に例がない規模の被害が発生

しており、災害とも言える状況である。

　本市と同様な傾向は、広島県内全域に広がっているが、原因が特定できて

いない状況にある。

　本市も、かき養殖事業者からの要請を受け、被害状況の把握や対策を検討

するとともに、広島県及び近隣市町と連携・情報共有し、経営継続に繋がる

各種支援策を検討しているところであるが、国においても、かき養殖事業者

の不安を取り除き、安心安全なかきを今後も生産できる持続可能なかき養殖

に向けて、早急な対応が求められる。

　よって、東広島市議会は、国において、次の措置を講ずるよう強く求める。

１　かき養殖事業者の不安を取り除き、事業を継続し、経営が安定するよう、

必要な予算の確保及び財政面の支援を講じること。

２　養殖かきの大量へい死被害の原因究明を行い、かき養殖事業者に周知す

るとともに、へい死被害の防止、養殖かきの安定供給に向けた対策を講じ

ること。

３　消費者に不安を与えることのないよう、関係機関と連携し、養殖かきの

PRを積極的に推進すること。

生き残るも身が透明状態な生育不良の牡蠣へい死により口を開けている牡蠣

※へい死　　倒れて死ぬこと。とくに動物が病気などにより突然死すること。市議会だより　2026.2 page.10



令和７年第４回定例会　議案の概要

牡
蠣
の
大
量
※
へ
い
死
に
よ
り
収
入
が
激
減
し
た
牡
蠣
養
殖
業
者
に
対
す
る
事
業
の
継
続
と
再
起
に
資
す
る
支
援
や
、
物

価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の
支
給
に
要
す
る
経
費
を
追

加
す
る
た
め
、
総
額
に
７
億
４
７
７
４
万
円
５
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
１
０
９
９
億
８
３
８
４
万
６
千
円
と

す
る
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
154
号
〉

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

復
興
（
事
業
継
続
）
へ
の
支
援
の
積
算

根
拠
は
何
か
。

Ａ

安
芸
津
地
区
の
牡
蠣
筏
899
台
に
対
し
、

人
件
費
、
消
耗
品
費
な
ど
、
一
筏
当
た
り

３
万
５
千
円
余
と
見
込
ん
で
積
算
し
た
。

Ｑ

牡
蠣
養
殖
事
業
者
に
は
い
つ
頃
支
援
が

届
く
の
か
。

Ａ

議
決
後
直
ち
に
手
続
き
に
入
り
、
12
月

末
ま
で
に
届
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

事
業
継
続
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
や
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
の
支
援
策
は

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ

生
産
意
欲
に
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
融
資
や
復
興
支
援
に
加

え
、
現
在
行
っ
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
事
業
者

に
届
け
る
等
の
方
法
で
、
生
産
意
欲
を
維

持
し
て
い
た
だ
き
、
次
の
収
穫
に
向
け
て

前
向
き
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職

員
も
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
て
い
き
た
い
。

令和７年度一般会計補正予算（第５号）
補正額　７億4,774万５千円

【主な内容】
●牡蠣の大量へい死に対する牡蠣養殖業者への支援 4,863万円
（１）運転資金確保支援
　・利子補給による支援
　　広島県による利子補給開始（２月頃の予定）まで市独自で全額支

援し、県の事業開始後は協調して支援
　・預託融資額による支援
　　水産振興資金制度を拡充し、運転資金を必要とする全ての牡蠣養

殖事業者が上限額まで低金利での融資を可能とする
（２）復興（事業継続）への支援
　・来期以降の水揚げ量確保のための経費（へい死牡蠣の処理作業費

等）を支援
（３）原因究明・対策への取組み
　・COMMONプロジェクト※において調査している三津湾の水質デー
タを国・県に提供

　・底質改善剤（牡蠣殻）散布・海底耕耘作業の実施（令和７年度実施済）
●物価高対応子育て応援手当の支給 ６億9,911万５千円
　物価高の影響を強く受けている子育て世帯に対する物価高対応子育
て応援手当の支給
　（１）支給対象者
　　・令和７年９月分の児童手当支給対象児童を養育する父母等
　　・令和７年10月１日から令和８年３月31日までの間に出生した児

童を養育する父母等
　（２）支給額
　　　児童１人当たり２万円
　（３）スケジュール（予定）
　　　２月末　手当支給開始（申請が必要な方は申請手続き終了後）

※へい死　　10ページをご参照ください。
　ＣＯＭＭＯＮプロジェクト　　東広島市の社会課題を大学の学術研究とマッチングし、課題の解決を

目指すプロジェクト。
市議会だより　2026.2page.11



令和７年第４回定例会　議案の概要

○
予
算
額

2
9
7
万
４
０
０
０
円

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

現
時
点
で
の
懸
念
事
項
は
あ
る
か
。

Ａ

交
通
渋
滞
に
対
す
る
懸
念
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
次
世
代
学
園
都
市
形

成
推
進
本
部
に
お
い
て
部
局
を
横
断

し
て
渋
滞
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

本
会
議
で
の
討
論

反
対

老
朽
化
し
た
産
業
団
地
内
の
水

路
や
上
下
水
道
の
老
朽
化
問
題
を
抱

え
て
い
る
中
で
、
費
用
対
効
果
が
あ

る
の
か
、
大
変
疑
問
で
あ
る
。
半
導

体
メ
ー
カ
ー
へ
の
期
待
に
市
税
を
費

○
条
例
の
名
称

・
東
広
島
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理

条
例

・
東
広
島
市
認
定
こ
ど
も
園
設
置
及

び
管
理
条
例

○
改
正
の
内
容

移
転
建
替
え
を
進
め
て
い
る
高
屋

中
央
保
育
所
を
認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
す
る
と
と
も
に
、
在
園
児
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
風
早
保
育
所
を
廃

止
し
ま
す
。

○
施
行
期
日
等

令
和
８
年
４
月
１
日
等

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

風
早
地
域
の
児
童
数
の
現
状
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ

安
芸
津
地
区
に
つ
い
て
は
、
就
学

前
児
童
数
が
令
和
７
年
４
月
１
日
時

点
で
140
名
で
あ
り
、
10
年
前
と
比
較

す
る
と
130
名
余
り
減
少
し
て
い
る
。

や
す
よ
り
、
東
広
島
市
で
働
く
人
に

住
み
や
す
く
生
活
し
や
す
い
と
実
感

し
て
も
ら
う
た
め
の
事
業
に
予
算
を

振
り
向
け
る
べ
き
だ
と
判
断
し
、
反

対
す
る
。

賛
成

半
導
体
産
業
は
、
我
が
国
の
経

済
安
全
保
障
や
産
業
競
争
力
の
観
点

か
ら
も
極
め
て
重
要
な
分
野
で
あ
り
、

関
連
企
業
を
誘
致
し
、
産
業
の
集
積

を
進
め
る
こ
と
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
雇
用
の
創
出
に
資
す
る
有
意

義
な
取
組
み
で
あ
る
。
ま
た
、
人
の

流
れ
を
生
み
、
地
域
の
賑
わ
い
づ
く

り
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
長

期
的
に
見
て
も
、
本
市
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と

考
え
、
賛
成
す
る
。

風
早
保
育
所
に
つ
い
て
は
７
名
の
児

童
し
か
入
所
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
傾

向
が
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
と
い
う

予
測
の
も
と
、
こ
の
た
び
再
編
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ

風
早
保
育
所
の
跡
地
活
用
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ

建
物
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
解
体
し
、
敷
地
は
借
地
で
あ
る
た

め
地
権
者
へ
返
還
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。

〈
議
案
第
146
号
〉

産
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算
を

可
決
し
ま
し
た

〈
議
案
第
138
号
〉

高
屋
中
央
保
育
所
を
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
し
、
風
早
保
育
所
を
廃
止
し
ま
す廃止となる風早保育所

吉
川
地
区
産
業
団
地
造
成
事
業
で
用
地
買
収
す
る
土
地
や
分
譲
予
定
地
の
鑑
定

評
価
手
数
料
等
に
要
す
る
経
費
を
措
置
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
産
業
団
地
造
成

事
業
特
別
会
計
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。
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